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／
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便利さに　未来も捨てる　使い捨て

盗　零　の　視　点

・、へ一特集　新しい労働運動をめざして　－－一

反帝労働運動と「労活」
一社会革命と全的解放をめざす労働者運動のためは一

企業内組合主義の批判としての地域合同労組

反戦派労働運動から受け継ぐもの

新しい組織形態としての評議会
－パナクークの思想に即して－

潮　　流（75年10月～12月）

活動メモ・機関誌紙・雑義論文・出版物

論　　潮

1　物価高の生活危機は世界の危機そのものやまないのか

2　図書館裁判闘争の終結と我々

3　三豊塚闘争の位置

4　労働組合は革命の起爆剤になり得るか

5　書評『虚無思想研究』

6　映画評『変奏曲』

クロッシュメット・イズヴェスチャ　9号

＜投稿＞東アジア反日武装戦線と非暴力直接行動の立場

読者の声

＜合評会報告＞暴力再考

編集後記
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